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内容の要旨及び審査の結果の要旨
生体では食物摂取に伴い消化管の様々な部位で種々のシグナルが発生し，食物中栄養素の質と量に
応じた，量的および時相的に適切なインスリン分泌が惹起される．しかし胃内腔に限局して存在する
栄養素によりインスリン分泌が惹起されるか否かについては今日まで殆ど知られていない．そこで麻
酔犬を用い，幽門部外摸を設けた胃内にグルコース濃度の異なる溶液を経口胃管を介し直接注入し，
短胃静脈(sholtgastricvcm,SGV)，右胄大綱静脈(gastrocpiploicvcin,ＧＥV)，膵静脈(pancJcaticvein，
PV)，大腿動脈（fmoralarteIy，ＦＡ）における血中グルコースおよびインスリン濃度を検討した．そ
の結果，以下の成績を得た．
１．正常犬において，グルコース濃度0％（蒸留水)，５％，１０％，２０％溶液各２００ｍ]の３０分間胃
内留置と排出を反復した．その結果，注入溶液のグルコース濃度増加とともにＳＧＶにおける血中グ
ルコース濃度およびＦＡとの経胄グルコース濃度較差［tmnsgastricglucosegladient,Ｔｍ(sGv)］は上
昇した．さらにこの上昇と並行してＰｖ血インスリン濃度は明らかに増加した．
２．１０％グルコース溶液300ｍ】を正常犬の胃内に注入しても（12分留置48分間自然排出，、＝5)，
ＦＡおよびＧＥＶにおける血中グルコース濃度は全く変動しなかった．しかし，ＳＧＶのそれは注入
後次第に上昇し，３０分以降は有意となり，４５～６０分に頂値を示し，またTUG(sGv)は明らかに増加
した．同時にＰＶ血インスリン濃度も有意に上昇し，この際のインスリン放出量（AUC）はＳＧＶ血
グルコース濃度の上昇度（最大値）と有意の相関を示した．対照1.8％食塩水胃内注入犬群では上述
の変動はみられなかった（、＝5)『
３．選択的胃迷走神経切断犬群では（、＝５)，１０％グルコース注入により，正常犬群とほぼ同様の
SGV血グルコース濃度上昇とTUG(sGv)増加がみられたにもかかわらず，Ｗ血インスリン濃度は全
く変動しなかった．
以上,本研究は,胃底部を起点とする今まで知られていない,神経性冑･膵島枢軸(gastro-insularaxis）
が存在することを示唆する．従って，この研究成績は食後の栄養平衡の基本的理解に大きく寄与する
ものと評価された．
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